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ついてはよくわかるのであるが， 「原基」把握
と「言語」の習得との関係はどうなるであろう
か，人間の子が人間化する過程で他の動物との
最も大きな違いが「言語使用」にあることは，
著者たちが引用したボルトマンの場合にもきわ
めて重要な条件としてあげている。「原基」が
もしも認知行為を発達させる重要なキッカケを
なしているとすれば，その頃までにすでに「社
会的言語」の体系の中に入り込んでいる幼児
は， 「原基」を言語化して把握しているはずで
ある。「教育的」には「原基」を「原基」とし
てコトバぬきで教えるのがいいのか，それとも
「言語化」して把握させるのがいいのかなどが
問題になってくると思うのである。
第三に，分節能力は， 「ある種の教育」によ
てっ促進可能であるとすれば，従来の自然発生
海後宗臣編
的な分節能力の発達の調査と記述に終るのでは
なくて，その「ある種の教育」をとうし，その
教育の結果に照して，発達の秩序（順次性）を
も明らかにしてゆくのでなければならないと思
うのであるがどうであろうか。そのことは例え
ば，文字の学習の促進の問題に直接につながり
をもってくるのできわめて重要だと思うのであ
る。
以上のような問題については，もちろん著者
たちの今後の研究がさまざまの形で発展してゆ
く過程で明らかにされるのであろうが， やが
て，この著書をたたき台として，わがくにの就
学前教育が飛躍的発展の契機をつかみとること
を期待してこの紹介を終りたいと思う。 （教育
学叢書第13巻，第一法規）
「井上毅の教育政策」
鈴木
1968年2月に，海後氏が編者となって若い 7
人の教育学徒が6年間におよぶ討論と，研究の
結果を分担執筆したのがこの「井上毅の教育政
策」である。本学の宮沢康人専任講師も総論中
の第四節教育財政，第六節実業教育，各論中の
第四章実業教育，ならびに「むすび」等を執筆
している。約 1,100ページになる大部のもので
あって，わがくにの教育史研究とくに明治以後
の近代化過程を明かにしようとする史学全体か
らみても，きわめて重要な研究業綬が生み出さ
ネt 蔵
れたことを慶賀したい。
海後氏は，その「はしがき」において，
「明治時代における教育制度とその政策につ
いては，人物を中心とした研究だけでは十分で
はないが，森•井上両文部大臣についての精細
な研究なくしてはこれを究めることはできな
い。」といっている。 このことは， この著書を
読んだものの等しく抱くであろう感浪である。
とくに井上毅は熊本藩の下層陪臣の子として少
年時代を幕末に生き， 「幕末維新の政治的激動
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の渦中にみずから身を置くことなく，専ら藩命
に従って」（本書， 4ページ）勉学につとめ，
明治3年はじめて新政府の官途につき，やがて
そのオをかわれてしだいに明治政府の中心的人
物に身をつらね，天皇制政府をつくりあげた基
礎的作業の一切にかかわりをもったが，なかん
づく，大日本帝国憲法の制定と，教育勅語の発
布に重要な役割をはたし， やがて 26年3月7
日，伊藤博文のもとめに応じて，第2次伊藤内
閣の文部大臣に就任した。このような経歴の過
程で，彼が果した日本の教育の近代化とその制
度的整備のための事業は大変大きなものであっ
た。
執筆者たちが利用した文書のうち中心的な史
料となったのは，国学院大学図書館蔵になる梧
陰文庫であるが，「そのうち利用した教育関係
文書は総計861点に達した」（本書， 14ペー ジ）
ということをみてもわかるように，井上が一つ
の政策を立案するのに，いかに内外の関係事項
をくわしく点検し，わがくに当時の事情を勘案
して構想をねったかということは，この書の全
体がよくあとづけている。第一次資料をこの梧
陰文庫に求め，さらに政治史的，経済史的視点
をつけ加えて，多角的に井上の事業を明らかに
することに成功しているということができるで
あろう。
本書の全体を通じてみて，第一に共同研究の
大事さをしみじみと感ずる。そして共同研究が
成立しうるための一つの条件として，研究対象
が具体的，客観的に整理されることが第一の要
件であるし，第二には，本書序論の第三節に示
されているような「課題と方法」が共同研究者
たちに明確に自覚される必要があること，また
第三に，研究者の能力水準がよくととのってい
ることの必要であるということが立証されてい
る。桑原武夫氏が主催した京大人文科学研究所
の「）レソー研究」のような共同研究の成果など
すでにわがくにの学問上の成果として高く評価
されているものがいくつかあるが，この「井上
毅の教育思想」もその中の一つとして数えられ
るであろうことを信ずる。
明治以後のわがくにの教育の近代化過程を問
題にする際に，注意しなければならないのは，
昭和20年の敗戦を契機にその後約20年を経過し
て今日の時点を複雑な問題と矛盾に面しつつあ
るわれわれが， 「明治百年」を今日の佐藤政府
から打ち出される「イデオロギー的」な側面を
見逃して，その連続面からのみそれを問題にし
ていいかどうかという問題である。明治百年を
お祝いしょうという上からの呼びかけには，
「明治以来のわが国の歴史には，さまざまの出
来事はあったけれども，それはいずれも，明治
維新以来のわがくにの近代化へのさまざまな契
機であって，明治当初の理念はますます明確化
してきて， 連綿と今日に至っている」。 したが
って，日清戦争も日露戦争もシベリア出兵も，
第二次世界戦争もすべて同様にわがくにの発展
にそれぞれに寄与してきているのであるという
そういう歴史観を，国民に普及し徹底させよう
とする一つのキャンペーンとしての意企がある
と考えられる。そのような歴史観はすでに明治
以来の国家主義の思想なのであって，そういう
立場は，国定化された，学習指導要頷の社会科
の立場でもある。
私は，第二次世界戦争，すなわち，大平洋戦
争を明治20年代に成立した天皇制国家の崩壊と
みるべきであり， 「国体は変り， 国家主権が移
行し」た一種の変革であったとみるべきだと思
う。したがって明治以来の 100年は，単純な連
続的発展の過程にあったのではなく，昭和20年
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を契機として切断があり，質的な変化の側而の
あることを見逃すべきではないと思う。
多くの国民は今日明治維新を徳川幕府の崩壊
と天皇制政府への移行としてとらえて，その歴
史的断絶を無視するものはない。それなのに，
今日多くの人びとは明治百年の今日への連続の
側面に注意を向け，その断絶の側面に注目しよ
うとしないのは，すでに今日の政府すじからの
宣伝に同調しつつあるマスコミの影響を，多分
にうけつつある証拠だと考えていいであろう。
もし歴史の断絶面のみに注意するならば，その
連続的側面を過少に評価することになるであろ
うことは明らかである。しかし，その連続面に
のみ注意して，その断絶面をみのがすならば，
それはまた歴史の客観的見方とはいえないであ
ろう。そういう意味でいま「井上毅の教育思
想」を位置づけてみると，井上の特徴がきわめ
て明瞭にうかび上ってくると同時に，井上毅ヘ
の批判を容赦すべきではないということにな
る。そういう意味で，井上毅の賛美の側面が強
く出すぎて，その批判が明瞭でなく，つまり井
上を否定的に媒介して，次のわれわれの問題を
明らかにするという側面においてこの本が弱か
ったということができるであろう。
井上毅は典型的な官僚であった。しかも「天
皇制官僚の典型」であった。
もちろん， 本書のむすび“明治国家と井上
毅"(1, 041ページ~1,066ページ）で執筆者た
ちは，きわめて適確に井上毅の天皇制国家成立
過程で彼のはたした役割を総括し，最後に，
「明治20年代， 日本近代官僚制度の整備の段階
にあって，井上の示した官僚像は， 日本国家の
官僚の典型として存在しているといえよう。」
と結んでいる。
マックス・ウェーバーは， 「官僚制組織が進
出する決定的な理由は，以前から他のあらゆる
形式に対するその純粋技術的卓越性であった」
といい，その技術的長所としては「正確・迅速
• 明確・文書に関する精通・持続性・機密保持
・統一性・厳格な従属・摩擦の減少・物的人的
費用の節約」であるとしている。
「幼少の頃から，井上はその知能衆に優れ，
神童の称をほしいままにしたといわれる。」
「独楽を舞はし，紙鳶を放つがごときの遊戯
は先生〔井上〕幼時において一度もこれを試み
られたことなし，先生唯一の楽しみは読書にし
て，夜更くるまで巻を手にして机を離れず」（小
早川秀雄誌「井上梧陰先生」）
これらは官僚としての一つの重要な資質であ
る。こままわしを知らず，たこ上げをして遊ん
だことがないというのは言い伝えにすぎないの
かもしれないが，そのことがその人を讃美する
意味でいわれているということ自体が，官僚の
特質につらなるものとして，重要な意味をもっ
と考えてみるべきであろう。
「井上は，明治7, 8年頃から，文筆のオと
すぐれた構想力とをもって，意図的・梢極的に
政府上層部の知遇を獲得していく」
「憲法草案の起案を契機として顕在化した伊
藤博文対大隈重信の抗争，いわゆる明治14年の
政変過程において，井上は伊藤一岩倉に密着
し，伊藤を主宰者とする憲法制定への途を設定
すべく全力を傾注した。」•…••その機を見るに敏
なる資質，これも「官僚」の一つの重要な特性
である。
「枢密院発足と同時に，彼は伊藤議長のもと
その初代書記官長を兼任し」…ますます枢機に
参画してゆく，国会の開設に当っては「臨時帝
国議会事務局総裁となり，明治立憲体制の創設
に，終始きわめて重要な関与をなしたのであ
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る。」
実は明治13年から明治19年までの間に国民の
側には，自由を求め，民権を確立しようとの要
求をかかげた運動が高まっていた。明治13年に
は， 24万人余の人民が国会開設要求に署名して
いる。 14年には，民権派ジャーナリストをはじ
めとする各県政社有志の演説活動は，熱狂的な
様相をしめした。高知では4千人規模の演説会
がしばしば開かれた。その 5月には立志社が憲
法調査会を設け坂本南海男，山本幸彦，植木枝
盛らを委員として「人民憲法草案」の作制にか
かっている。
しかも，この一年間だけで，演説会の解散
131件， 禁止40件， 新聞記者に罰金刑を科した
もの182件， 禁獄15件， 併罪11件，新聞の発行
停止または禁止処分46件という事実が記録され
ている。
このような国民の側の高揚の裏には，藩閥政
府への不満と，具体的には北海道の官有物払下
げ事件への憤激があり，それを自由民権派がリ
ードしたという事実があったのであろう。しか
し，下からの要求がこのようにふき上げてきて
いるという事実は当時の政治を担当したものた
ちにはおそろしいものであった。そこで上から
は強力な治安対策がおろされてくる。その一つ
は軍隊に憲兵隊を備けることであった。わがく
にの憲兵隊はフランスの制度をとり入れて，明
治14年に創設されているのである。
そうした情勢のなかで，天皇の地位をかため
ることによって，一方では国民の側からの急進
的な国会開設の要求を中和し，一方では地主資
本家の階級的要求に妥協をするための憲利章典
を準備せざるをえないだろうとする有能にし
て，機を見るに敏なる官僚の活躍がはじまるの
である。その代表的人物の 1人が井上毅であっ
たのである。
明治14隼井上は，岩倉へ憲法の草案作成の
ために協力し，それと同時に伊藤に書簡を送っ
て，憲法制定への決断を促した。それには次の
ように書いている。「もし今を失ふて因循に付
し2, 3年の後に至らば天下の人心既に成竹あ
りし百方口説すとも挽回」は至難であろうとし
ている。正に機敏なる官僚であった。
われわれは，新憲法のもとにあって，これか
ら旧帝国憲法の成立の過程をみるときに， 「井
上毅」の功緒に注意するよりも，そのころの国
民の立場から憲法の起草と発布をせまった「民
主的」な主張を評価し，井上の「官僚的」役割
を批判せざるを得ないのである。
この井上の立場は，教育政策にもつらぬか
れ，教育の勅令主義を通して「教育をうける国
民の権利」を抹殺してしまった。そうしたうえ
での「義務教育制度の確立」は，実は「太平洋
戦争を輩戦とする国民の意識を」大量に生産す
る制度の確立を意味したといっても過言ではな
かったといえる。井上の業蹟は実に驚くほどに
大きかった。
しかし明治百年の今日への辿続の側面だけが
強調される時点での「井上毅」の評価について
はきわめて槙重でなければならない。
（東京大学出版会）
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